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第１図は、浅間山周辺における GEONET による GPS 連続観測結果である。「嬬恋」－「東部」の基線

では、2008 年の初め頃から基線長の変化が停滞していたが、８月以降わずかに伸びの傾向に変化した。 

第２図は、浅間山山体に近い臨時観測点における GPS 連続観測結果である。山頂を挟む「Ｓ浅間山

１」－「Ｍ浅間鎌原Ａ」の基線、「Ｓ浅間山１」－「Ｍ浅間砂塚Ａ」の基線では、７月初め頃からわ

ずかに伸びの傾向が見られる。 

第３図は、「だいち」PALSAR による浅間山周辺地域の解析結果である。南行軌道(Descending)で 2007

年７月 19 日と 2008 年７月 21 日のペアを取った解析結果を示している。下段は浅間山近傍を拡大した

画像である。有意な変動は認められない。 
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第 1 図 浅間山周辺の電子基準点における GPS 連続観測結果（基線長：上段 1996 年 4 月～2008 年 9 月、 

下段 2004 年 5 月～2008 年 9 月） 

Fig.1 Results of continuous GPS measurement at GEONET sites around Asama Volcano, Baseline length; (upper) 

from April 1996 to September 2008, (lower) from May 2004 to September 2008. 
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第 2 図 浅間山周辺の臨時観測点における GPS 連続観測結果（基線長：2004 年 11 月～2008 年 9 月） 

Fig.2 Results of continuous GPS measurement at temporal sites around Asama Volcano, Baseline length from 

November 2004 to September 2008. 
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第 3 図 「だいち」PALSAR による浅間山周辺の解析結果 

Fig.3 Interferometric analysis of SAR acquired by “Daichi” PALSAR around Asama Volcano. 
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